
４月２日は、国際子どもの本の日です

● 今年のメッセージとポスターは オランダ がつくりました

April 2, 2025

● IBBY 加盟国 【85 の国と地域 /2025 年 2 月】

　　アイスランド　アイルランド　アゼルバイジャン　アフガニスタン　アメリカ合衆国　アラブ首長国連邦　アルゼンチン　アルメニア　イギリス

　　イタリア　イラン　インド　インドネシア　ウガンダ　ウクライナ　ウズベキスタン　ウルグアイ　エクアドル　エジプト　エストニア　エチオピア

　　エルサルバドル　オーストラリア　オーストリア　オランダ　ガーナ　カナダ　カメルーン　韓国　カンボジア　キプロス　キューバ　ギリシャ

　　グアテマラ　クロアチア　コスタリカ　コロンビア　ジンバブエ　スイス　スウェーデン　スペイン　スリランカ　スロバキア　スロベニア

　　タイ　チェコ　中国　チリ　デンマーク　ドイツ　ドミニカ　トルコ　ナイジェリア　日本　ニュージーランド　ネパール　ノルウェー　ハイチ

　　パキスタン　パレスチナ　ハンガリー　フィリピン　フィンランド　ブラジル　フランス　ブルガリア　ベトナム　ベネズエラ　ペルー　ベルギー　

　　ポーランド　ボリビア　ポルトガル　マレーシア　南アフリカ　メキシコ　モルドバ　モロッコ　モンゴル　ヨルダン　ラオス　ラトビア　

　　リトアニア　レバノン　ロシア

　www.ibby.org

1967 スイス

1968 旧ユーゴスラビア

1969 スウェーデン

1970 旧ユーゴスラビア/ イタリア

1971 オーストリア/ 旧チェコスロバキア

1972 アメリカ合衆国

1973 旧チェコスロバキア

1974 イギリス

1975 デンマーク

1976 イラン

1977 フランス

1978 オーストラリア

1979 ブルガリア

1980 ポーランド

1981 旧西ドイツ

1982 キプロス

1983 ベネズエラ

1984 ブラジル

1985 オーストリア

1986 旧チェコスロバキア

2007 ニュージーランド

2008 タ イ

2009 エジプト

2010 スペイン

2011 エストニア

2012 メキシコ

2013 アメリカ合衆国

2014 アイルランド

2015 アラブ首長国連邦

2016 ブラジル

2017 ロシア

2018 ラトビア

2019 リトアニア

2020 スロベニア

2021 アメリカ合衆国

2022 カナダ

2023　ギリシャ

2024 日本

2025 オランダ

1987 旧ソ連

1988 オーストラリア

1989 ガーナ

1990 カナダ

1991 ギリシャ

1992 コロンビア

1993 イラン

1994 アメリカ合衆国

1995 日本

1996 デンマーク

1997 スロベニア

1998 ベルギー

1999 スペイン

2000 フィンランド

2001 ハンガリー

2002 オーストリア

2003 ブラジル

2004 ギリシャ

2005 インド

2006 スロバキア

●  近年のポスター

2019 年                   2020 年                    2021 年                   2022 年                   2023 年                 2024 年

一般社団法人 日本国際児童図書評議会／ IBBY日本支部
〠 101-0051 東京都千代田区神田神保町 1-32 出版クラブビル　TEL. 03-6273-7703

● これまでのポスター & メッセージ作成国

https://jbby.org



　 国際児童図書評議会（IBBY）
は、子どもと本をつなぐ人々
の国際的なネットワークとし
て、1953年に創設されまし
た。現在 85の国と地域が加
盟しています。1966年、IBBY
は、人々の子どもの本に対す

る関心を呼び起こすため、童話作家ハンス・クリスチャ
ン・アンデルセンの誕生日である４月２日を「国際子ども
の本の日」と定め、世界中でお祝いや催しを行なうこと
にしました。翌年からは、IBBYに加盟する国々が順番に
ポスターとメッセージを作成し、世界中に発信するようになりました。日本支部であるJBBYは、毎年、
各国が作る世界共通ポスターとメッセージを日本語版で作りなおし、国内の図書館などに配布していま
す。1995年と2024年は日本が担当国となりました。
日本の４月は木の芽が息吹き新しい生活が始まる季節です。「国際子どもの本の日（４／２）」「絵本
週間（３／27～４／９）」「子ども読書の日（４／23）」「こどもの読書週間（４／23～５／12）」な
ど、子どもと本をつなぐ活動が活発です。子どもたちが、一歩前に踏み出せるような、特別な一冊にめ
ぐり逢うことを願い、国際子どもの本の日のメッセージとポスターをお届けします。

絵ことば
   詩  リアン・フィッサー（野坂悦子 訳）

ことばに　あわせて 
わたしが話すことに　あわせて 
絵が描ける？

だったら　描いて、 
寝過ごしたときの　安らぎを 
寒さを 
風を 
のどに　なにかがつまった感じとか 
不運そのものを　描いて。

咳を　描いて、 
ためいきを 
焼きたての　パンのにおいを 
時間を 
一瞬を 
計画のはじまりや 
おわりを　描いて。

未来に　なにか起きる場所を　描いて、 
永遠に　なにも起こらない場所を 
まもなく　なにかが起こる場所を 
描いて。

押される痛みを 
海の味を　描いて。

わたしが見たいものは 
たくさんあるの。 
たとえば　愛とか、 
これからさきの 
あるとき　たぶん。

わたしの詩に 
イメージを　つけて、 
でも　自由にやってほしい。

だって　ことばは　あなたのものだから、 
たとえ　わたしから　うまれたものでも。

■ 2025 年「国際子どもの本の日」メッセージ ■ 

■メッセージ作家

リアン・フィッサー　Rian Visser
1966年生まれ。児童書作家、詩人。子どもの興味にぴったり合う、面白くてわくわくする本を書いてい
る。イラストレーターのヤネケ・イペンブルフとともに詩集 Alle wensen van de wereld（世界のすべての願
い）、Het is een zachte dag vandaag（今日はおだやかな日）を出版。2022年にオランダで「金の石筆賞」
と「金の詩メダル」を受賞。読書推進と教育活動にも力を注ぎ、2024～26年にはオランダ児童書大使に任
命された。邦訳に『のんびりニッペルチェ』（ノエレ・スミット絵、たにぐちまなみ訳、ワールドライブラ
リー）がある。

■ポスターアート

ヤネケ・イペンブルフ　Janneke Ipenburg
1979年生まれ。絵本作家。リアン・フィッサーと組んで２冊の詩集を出版。自分で文も手がけた絵本に、た
とえ互いに離れていても心はつながっていることをテーマにした Voor altĳd bĳ  jou（いつまでもきみのそば
に）がある。挿し絵や絵本の仕事に加え、数多くのアニメーション制作にも関わり、現在は中国のストップ
モーション・アニメーションのキャラクター・デザイナーを務めている。2023年「ワールド・イラストレー
ション・アワード」ロングリスト。

■メッセージ翻訳

野坂悦子（のざか・えつこ）

オランダ語翻訳家。『おじいちゃん わすれないよ』（ベッテ・ウェステラ作、ハルメン・ファン・ストラー
テン絵、金の星社）で産経児童出版文化賞大賞を受賞。『どんぐり喰い』（エルス・ペルフロム作、福音
館書店）で日本翻訳家協会翻訳特別賞受賞。訳書は『ねえさんの青いヒジャブ』（イブティハージ・ムハン
マド&S・K・アリ文、ハテム・アリ絵、BL出版）『ミーのどうぶつBOOK』（ハリエット・ヴァン・レーク
作、朔北社）『レオがのこしたこと』（マルティネ・レテリー作、静山社）など100を超える。
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国際子どもの

本の日


